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論文及び審査結果の要旨 
本論文は，触媒マフラの強度信頼性を確保することを目的とし，振動特性の評価法を提案

するとともに，溶接継手の疲労破壊挙動および金属組織を明らかにしたものであり，その成

果や工業的価値は以下のように総括できる． 
 第 1 章では，本研究の背景と触媒マフラの機能や溶接構造強度に関する研究開発および

実用化の状況を概説するとともに，本研究の目的をまとめた． 
 第 2 章では，フレーム吊下げ触媒マフラにおける振動応答特性について，Voigt モデルを

基礎とした振動モデルを提案し，その有効性を示した． 
 第 3 章では，二連並列触媒マフラにおける振動応答特性の評価モデルを提案し，その有

効性および汎用性を示した． 
 第 4 章では，高張力ボルト溶接構造における曲げ疲労特性および金属組織について検討

し，疲労強度に与える応力集中，残留応力，溶着金属組織などの諸因子を明らかにすること

で，実車荷重に対応する強度設計を可能にした． 
 第 5 章では，排気系用薄板の溶接継手の強度特性と微細組織について検討し，実用に重
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要な疲労を含む強度特性を明らかにした．  
 第 6 章では，フランジとパイプの異種金属隅肉溶接継手における曲げ疲労強度および金

属組織について検討した．曲げ疲労試験結果をもとに破壊要因を特定した．  
 第 7 章では，フランジとパイプの隅肉溶接継手における組立応力の影響について検討し，

組立応力が疲労強度に与える影響を明確にした． 
 第 8 章では，隅肉溶接継手における疲労強度および金属組織について検討し，溶接によ

る鋭敏化の影響を明らかにするとともに，耐腐食性の観点から材料効果を明らかにした． 
 第 9 章では，溶接部のルート疲労破壊特性におよぼす溶接条件の影響について検討し，

破壊力学的観点から，き裂進展抵抗におよぼす組織学的な因子を明らかにした． 
 第 10 章では，溶接残留応力，組立応力さらに幾何学的因子を考慮した疲労強度予測法を

提案し，その有効性を示した． 
 第 11 章では，以上の成果を総括し，今後の課題についてまとめている． 
 本論文における溶接継手の強度評価に関する研究は，従来にない新しい観点からの合理

的な強度評価に関するものであり，学術的および実用的にも極めて重要な内容を含んだ論

文と判断される． 
 以上より，本論文は，本工学府の博士（工学）の学位論文として十分な価値を有するもの

と認められる． 
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